
　本トルコ語専攻では、トルコ共和国の言語・文化や社会に強
い関心を抱き、トルコ共和国の公用語であるトルコ語の習得へ
の強い意欲を持ち、高い目標を実現すべく努力を怠らない人を
望みます。また将来的にトルコ語を用いてトルコ系諸国の言語
や文化、さらには社会について深く学びたい人、さらには自ら
の考えや思いをトルコ語で発信したいと思う人を求めます。

　スワヒリ語専攻では、東アフリカのスワヒリ語のみ
ならず、広くアフリカの言語や文化、そしてアフリカ
が直面する同時代的な問題について学んでいきます。
アフリカの言語に関心がある人はもちろんのこと、ア
フリカを通して世界のグローバルな問題について考
え、取り組んでいきたい人を歓迎します。

　ボスポラス海峡をはさんで、アジアとヨーロッパの
両大陸にまたがる国トルコは、日本の2倍強の国土を
有し、そこにはおよそ7500万人の人々が住んでいま
す。
　トルコ共和国の公用語であるトルコ語とはどんな言
葉なのでしょうか。トルコ語は、いろいろな意味で英
語とは違うところの多い言葉です。そのためか、ヨー
ロッパなどでは、トルコ語は難しいと言われることが
あります。では、私たちにとってはどうでしょうか。
もちろん外国語ですから簡単なわけはないのですが、
それほど難しくはないと言ってもいいでしょう。発音
は取っつきにくい点もありますが、比較的早い時期に
慣れることができるでしょう。単語の語形変化も規則
的で、何ページもある不規則動詞の活用表の暗記に苦
しむ、ということはありません。そして、何と言って
もうれしいのが語順です。トルコ語の基本語順は、主
語－目的語－述語の順番で、日本語と同じです。前置
詞や関係詞などはなく、日本語の助詞のようなもので
文法関係を表します。また、文字がローマ字であるこ
とも、学習しやすい点のひとつです。
　トルコ語は、系統的には、中央アジアで話されてい
るウズベク語やウイグル語やカザフ語、シベリアで話
されているヤクート語などと親戚関係にあります。
　授業科目を簡単に紹介しておきますと、1・2年生
ではトルコ語実習が中心となります。3・4年生では、
上級トルコ語、トルコ語文法研究、トルコ文学、トル
コ民族史などをはじめとする専門的な授業が組まれて
います。
　社会人となる前
に、私たちの専攻
で、青春のエネル
ギーをぶつけて自
己形成に挑戦して
みませんか。

世界遺産「スルタンアフメト・モスク」

パジャパー（カッパドキア）

　アフリカには2000近くの言語があります。その中
でも、スワヒリ語は最も主要な言語の一つです。スワ
ヒリ語は東アフリカの共通語として、タンザニア、ケ
ニア、ウガンダなど10カ国以上で話されており、話
者数は7千万人を超えています。タンザニアとケニア
の公用語であり、東アフリカ諸国の学校教育やマスメ
ディアで用いられている重要な言語です。
　本専攻は日本で唯一、学部からスワヒリ語を専門科
目として学ぶことができるところです。そして、スワ
ヒリ語を入り口としてアフリカの言語や文化、社会や
政治について広く学んでいきます。
　スワヒリ語の他に、ナイジェリアの主要な言語であ
るヨルバ語やハウサ語、コンゴ民主共和国のリンガラ
語やコンゴ語などを学ぶことができます。また、アフ
リカの社会や政治経済、文化、文学などに関する講義
科目があり、現地でフィールドワークをおこなってい
る多彩な研究者から、アフリカのさまざまな民族や社
会の様子を知ることができます。ゼミでは、アフリカ
の諸問題や言語・文化について、各自が興味をもつテー
マを選び、みなで議論する中で考えを深め、卒論へと
仕上げていきます。
　アフリカは現在55カ国を数え、急速な経済発展を
見せる一方、植民地時代の負の遺産を背負ったまま、
貧困や政情不安、紛争など多くの問題を抱えていま
す。グローバル時代の現代にあって、遠く離れている
日本も、アフリカの現状は決して無関係なものではあ
りません。アフリカを深く理解し、アフリカとの関わ
り方を考えていくことが、国際社会の一員である私達
にも求められています。スワヒリ語を学ぶことから、
その第一歩を踏み出してみませんか。

キリマンジャロの雄姿

スワヒリ語専攻は仲がいいよ（夏まつりにて）

トルコ語専攻 スワヒリ語専攻
私が初めてアフリカに触れたのは、小学 4 年生の時に開催された愛知万博でし

た。アフリカのパビリオンに入館し、アフリカの人と言葉を交わし、握手したこ
とは今でも鮮明に覚えています。幼い私にとって、黒人の大きな手のひらが印象
的でした。今思えば、私がアフリカに対して興味関心を抱き、いつからか魅了さ
れていった最初のきっかけはこの万博にありました。

スワヒリ語専攻で学べば、アフリカに関する様々な事象を動的かつ複眼的に捉
え、自分なりに考える機会に数多く巡り会えます。アフリカは語り尽くせない程
に多様性に満ちた大陸であるがために、学ぶ上で困難や戸惑いを伴うこともあり
ます。しかし、これは奥深い学びの裏返しであり、紛れもなくアフリカが「多面体」
であるがゆえのことです。例えば、先程の万博の件についても、アフリカの展示
方法の変遷を辿ることで、アフリカに対して一体どのような眼差しがこれまで向
けられてきたのかについて考察できます。また、スワヒリ語専攻での学びは机上
に留まりません。スワヒリ語劇を初め、皆でアフリカ料理を作り、時にはアフリ
カ音楽の生演奏を聴くこともあります。聴覚や味覚までも動員する授業というの
には大学ではそうそうお目にかかれません。

アフリカに対して無
意識に設定されていた
視点を取り払い、同時
代を共に生きているア
フリカ人自身の視点か
ら、アフリカについて
皆と共に学べる環境が
喜びと充実を与えてく
れています。

私はタンザニアのダルエスサラーム大学に 10 か月間留学しました。アフリカ、
タンザニアと聞くと、貧しい、危険というようなことを思いつくかもしれません。
しかし私が 10 か月間タンザニアに暮らして知ったことはそのようなものではな
く、人情味あふれるタンザニアの人々の温かさでした。

留学中は、大学の寮の二人部屋にタンザニア人の女の子と暮らしていました。
当初、スワヒリ語がまだ拙い私にスワヒリ語や文化を教えてくれ、断水や停電が
頻発する生活での知恵などを教えてくれました。大学ではタンザニア人と同じ授
業を受けていたので、難しく理解が追い付かないこともありましたが、その時に
は必ずクラスメイトが助けてくれ、自分の時間を割いて私に教えてくれることも
ありました。

学業以外にも様々な経験をしまし
た。仲の良い友人の実家に招待され、
2 週間ほどお世話になったことがあり
ます。そこはダルエスサラームからバ
スで 10 時間ほど南西に進んだ、標高
約 1500 メートルにある小さな村で
した。彼女の家には水道も電気もあり
ませんが、肌寒い朝にはお母さんが温
かいチャイを用意してくれたり、夜に
はシャワーのためにお湯を沸かしてく
れました。「あなたは私の子どもよ」
がお母さんの口癖で、見返りを求めな
い彼らの温かさに触れました。留学中
は大変なこともありましたが、それを
カバーしてあまりある経験や出会い
は、私にとって忘れられないものにな
りました。

3年　川上　凌

4年　今村　由夏

実家に招いてくれた友人のティナと

スワヒリ語劇をした仲間たちと
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